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１．ߪߓ߼に
 文化財の▤理は基本的にその所有者または▤理者が行うことになっており、防災対策の実ᣉ╬もその中に
฽まれる（文化財保護法╙ 31,32,35 条）。文化財所有者の防災に対する認識がⵍ害低ᷫに果たす役割は大き
いが、個人所有者の場合は▤理体制・能力にも自ずと限界があり、行政や地域コミュ࠾࠹ࠖーによる「公
助・共助」の仕⚵み૞りもまた重要である。すなわち、文化財を災害から守るためには、文化財所有者が文
化財の価値を十分に認識し、防災対策をᣉすのはもちろんのことであるが、地域の住民を中心とした多くの
人々に文化財への⥝味・関心を持ってもらうことが文化財の防災にとって大切なことである。
1995 年の౓ᐶ県南部地震では↟大な人的ⵍ害とともに文化財も大きなⵍ害を受け 1)、文化財に対する防災
ᣉ策の重要性をౣ認識するᄾ機ともなった。しかし、例えば、東京都には国・東京都・市区↸村の指定及び
⊓㍳文化財を合わせると 8,000 件以上の文化財があり、全国で最も多くの重要文化財があるが、これらの文
化財を地震や水害から守るためのౕ体的な対策に関する検討はᧂだ十分とは言えず、ハード面（ᛛⴚ）と伴
にソフト面（ᣉ策）の発ዷがᦸまれている。
ソフト面の防災支援の取り⚵みとして、二神ら 2)は国宝文化財データࡌースと起震ᢿጀデータࡌースを連
帯させて文化財所在地の⏕₸論的地震危険度評価を試みている。また、地震学と文化財科学の連帯における
GIS（Geographic Information System）の重要性についても指៰している。「東南ᶏ、南ᶏ地震╬に関する調
査委員会」3)は、዁᧪発生が੍想される特定の地震動を想定し、中部࿤・近⇰࿤にある文化財の所在地が震
度㧢以上もしくは火災による一般建物の焼ᄬが੍想されるかどうかの調査を行っている。これらの研究・調
査は文化財のリスク・アセスメントとしての機能は有するものの、①その対象は国宝及び重要文化財に指定
されている文化財のみであること、②文化財所有者・地域住民・行政の間の情報共有ࡀットࡢーク機能がな
い、Ԛ住民参加型を目指す上で重要となる文化財への⥝味・関心をᗖく࠷ールとしての機能がないといった
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2点にᡷ良の余地があると思われる。
本研究は、文化財の防災ᣉ策の⾰とᛛⴚの向上に⾗することを目的として、情報ಣ理の先端ᛛⴚを㚟૶し
た文化財の統合型防災シス࠹ࡓを提案するものである。本Ⓜではその一環として、筆者ら 4), 5), 6)の開発した
東京都の文化財データࡌースを基にGISデータࡌースの構築を行い、空間的に文化財情報やฦ⒳災害に対す
るⵍ害リスク・アセスメント結果などを、ࡀットࡢークを経↱して共有できる地理情報シス࠹ࡓ（Web-
GIS）を用いた文化財検⚝・情報੤឵シス࠹ࡓの開発を行うものである。当シス࠹ࡓの開発にあたっては、
住民参加型の防災シス࠹ࡓの⏕立を目指して෺方向型情報੤឵機能をዉ入し、また自ᴦ体間で共有૶用可能
なၷ‗な構造シス࠹ࡓのណ用を行い、さらに基本的にフリーのソフトでシス࠹ࡓを構築することで地方自ᴦ
体などの文化財監〈主体ができるだけዉ入しやすいシス࠹ࡓとするなどのᎿ夫を行っている。
２．GIS࠺ー࠲ࡌースの᭴築
(1) ᢥൻ⽷ᖱႎの෼集 
 京都ᐭやᄹ良県とਗんで多数の文化財がある東京都をフࠖールドに定め、文化財防災支援シス࠹ࡓの構築
をᣉ行した。筆者らは、東京都ᢎ育委員会「東京都文化財総合目㍳」7)を基に東京都にある国指定文化財
（⟤ⴚᎿ⧓ຠ、ή形文化財を㒰く）、都指定文化財（一部を㒰く）、市区↸村指定文化財及び市区↸村⊓㍳
文化財（ፉしょ部など一部地域を㒰く）についてフリーで利用可能なリレーショナル・データࡌース・マࡀ
ージメント・シス࠹ࡓMySQLを用いてデータࡌース化を行っている。GISデータࡌースの構築に先立ち、ᣢ
ᓔの文化財データࡌースの補లを行った。まず、東京都ᢎ育委員会「東京都文化財総合目㍳」にឝタされて
いるもののうちデータࡌースにᧂ入力であったものについてデータࡌースへのㅊ加入力をした。さらに、デ
ータᧂ෼集であった国指定文化財（⟤ⴚᎿ⧓ຠ）の情報をᲤ日新⡞社「文化庁監ୃ 国宝・重要文化財大
全」8)から෼集、また東京都ᢎ育委員会「東京都文化財総合目㍳」の発行後に指定を受けた╬の理↱でデー
タࡌースに入力されていなかった国指定文化財とデータᧂ෼集であった国⊓㍳文化財の情報を文化庁「国指
定文化財╬検⚝シス࠹ࡓ」9)から෼集して文化財データࡌースへの入力を行った。この૞ᬺにより、データ
ࡌースの入力ᷣみ文化財件数は 8,248 件となった。
(2) ࠫࠝࠦー࠺ࠖンࠣ 
 文化財の防災を考える上で、文化財の位置情報は欠かすことができない。特に、空間的な情報であるハࠩ
ードマップ╬の防災データとの連帯においてはGISなどで用いられる✲度・経度情報による位置データは᳢
用性が高い。そこで、ᣢにデータࡌースに入力ᷣみの文化財所在地の住所情報を基にジオコーデࠖング
（Geocoding:住所から✲度経度を検⚝ಣ理すること）を行い、✲度・経度情報を⋓り込んだ文化財防災のた
めのデータࡌースの構築を行った。
 ✲度・経度情報の取得にはフリーで利用可能な国土੤通⋭国土計画局「JNS住所認識シス࠹ࡓ」10)を利用
し、変឵に用いる位置参ᾖ情報には国土੤通⋭国土計画局「平成 18 年度街区レࡌル（位置参ᾖ情報࠳࠙ン
ロードサーࡆス）」11)を活用した（図 1）。この街区レࡌルの位置参ᾖ情報は⇟地レࡌルで位置ᐳ標（ઍ表
点の✲度・経度、平面直ⷺᐳ標）を整備したデータである。このジオコーデࠖングによって住所情報を฽ん
でいる文化財データࡌースに位置ᐳ標（✲度・経度）をઃ加し、GIS╬で地図上にዷ開して空間的な分ᨆを
行うことが可能な文化財防災のためのデータࡌースを構築した。
図 1 ジオコーデࠖングによるデータ変឵手法
(b) 街区レࡌル位置参ᾖ情報(a) JNS 住所認識シス࠹ࡓ
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3３．9GD)+5のዉ౉ 
(1) ၮ⋚地࿑のឭଏࠨーࡆス 
 GISは、位置に関する情報を持つ空間データと地図データを同一ᐳ標♽に統合して情報の⫾積や検⚝を行
い、視ⷡ的な情報の把握とㄦㅦな್ᢿを可能にするᛛⴚである。౓ᐶ県南部地震後の復⥝૞ᬺで情報共有࠷
ールとしてのGISの有用性が認識され、現在では政ᐭによる᭽々な分野でのGISの利用推ㅴに向けた取り⚵
みが行われるようになってきている。また、インターࡀットᛛⴚの発ዷと通信インフラの整備がㅴんだこと
で、GISをインターࡀット上でᠲ૞できるWeb-GISのㆇ用例も見られるようになった。Web-GISにはインタ
ーࡀット上で㑛ⷩできる基⋚地図が必要であるが、最近ではAPI（Application Program Interface）を公開して
基⋚地図をᏱ時提供するサーࡆスも⊓場している。このWebサーࡆスAPIを利用すると、事ᬺ者（Web-GIS
のサーࡆス提供者）は基⋚地図の૞成やその後の基⋚地図に関するマࡀージメントを行わなくてもWeb-GIS
をㆇ用することができる。
 APIを公開して基⋚地図を提供しているサーࡆスの例としては、「Google Maps API」12)や「㔚子国土Web
シス࠹ࡓ」13)╬がある。「Google Maps API」は検⚝ࠛンジン大手のGoogleが提供しているサーࡆスで、基⋚
地図として一般の地図の他に⥶空౮真が利用できたり、住所を✲度・経度情報に変឵するジオコーデࠖング
を活用できるといった特ᓽがある。「㔚子国土Webシス࠹ࡓ」は国土地理㒮が提供しているサーࡆスで、基
⋚地図として国土地理㒮૞成の 1/2 ਁ 5 千、1/5 ਁ、1/20 ਁ、1/300 ਁ、1/2 千ਁが利用可能であるが、利用に
はクライアント（Web-GISのサーࡆス利用者）がプラグイン（アプリケーションのㅊ加機能を提供する小ⷙ
ᮨプログラࡓ）をインストールする必要があった。本研究ではプラグインのインストールを行わなくてもシ
ス࠹ࡓが利用ができる「Google Maps API」を活用して文化財防災支援のためのWeb-GISの開発を行った。な
お、現在では「㔚子国土Webシス࠹ࡓVersion 2（㕖プラグイン版）」も公開されている。
(2) #LCZᛛⴚの利用
地図アプリケーションの開発では、ᔟㆡな
ᠲ૞性を実現することが大切となる。そのた
め多くの地図アプリケーションは独自のプロ
グラࡓをઃ加したり、プラグインを利用した
りしてその点を補完していた。しかしGoogle 
Mapは特೎なプラグイン╬をインストールし
なくてもࡉラ࠙ࠩ上であたかもኾ用のアプリ
ケーションが動૞しているかのようなシᔟな
マップᠲ૞ができる。これはAjax（Asynchronous JavaScript + XML）というᛛⴚを利用してサーバ側とクラ
イアント側のパソコンが㕖同期で通信を行っているからである（図 2）。Ajaxはᣢ存のᛛⴚの⚵み合わせで
生まれた動的にページの一部を変化させる仕⚵みで、XMLHttpRequestオࡉジࠚクトの利用によって㕖同期
でサーバからㅊ加データを取得し、࠳イナミックHTMLを用いて表示されているページの必要な部分だけを
書き឵えるᛛⴚである。Ajaxᛛⴚ利用の利点は㕖同期でデータの取得を行うため、待ち状態となることがな
いこと、࠙ࠖンド࠙のౣ表示がないのでWeb-GISなどのようなページ内の変更を多く伴うページでもスࡓー
࠭にᠲ૞を行うことができるなどである。
「Google Maps API」による基⋚地図は、このAjax
ᛛⴚを用いて表示㗔域の変更をしており、マ࠙ス
でドラッグすることでマップがṖらかにスクロー
ルすることを可能にしている。これは、新しい表
示㗔域の画像を㕖同期でサーバから取得している
からである。本研究で開発した文化財防災のため
のWeb-GISは、このAjaxᛛⴚをGoogle Mapだけで
なく、文化財検⚝とその結果の表示にも利用して
データࡌースとWebページの連動にもᔟㆡなᠲ૞
性を実現するようᎿ夫した（図 3）。
図 2 Ajax による㕖同期通信
図 3 サーバ / クライアント間の情報の流れ
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4４．ᢥൻ⽷防災支េシス࠹ࡓ 
(1) シス࠹ࡓの機能
 図 4 に文化財防災支援シス࠹ࡓの機能図を示す。当
シス࠹ࡓはWeb-GISをዉ入し、ࡀットࡢークを੺して
文化財の所在地を空間的に把握できる他、文化財個೎
の基␆情報やฦ⒳災害に対する危険度情報╬を検⚝・
㑛ⷩできたり、文化財に関する情報を文化財所有者や
地域住民などがᛩⓂできる෺方向型の情報੤឵を៞タ
したシス࠹ࡓである。
(2) ᢥൻ⽷防災ࡑ࠶ࡊ 
 当シス࠹ࡓは、2 ⒳㘃の機能画面を持つ。1 つは文
化財防災マップであり、当シス࠹ࡓの初期画面である
（図 5）。文化財の検⚝は、文化財ฬ（中間一致）、
所在地（市区↸村）、区分（指定・⊓
㍳・選定）の 3 つの条件から行うことが
できる。ⶄ数の検⚝条件を同時に⸳定す
ることも可能である。文化財ฬは࠹キス
トフࠖールドに直接キーࡢードを入力、
所在地はプル࠳࠙ンメ࠾ューから選択、
区分は࠴ࠚックࡏックスに࠴ࠚックを入
れることで検⚝条件を⸳定する。検⚝条
件を⸳定し、右㓈の「表示」ࡏタンを᛼
すとマップの左にある検⚝結果表示フࠖ
ールドに検⚝結果（文化財ฬ、文化財監
〈主体、区分、住所、所在ᣉ⸳ฬ）が表
示され、マップには文化財の所在地にマ
ーカーが現れる（図 6）。マップの表示位
置は、マップ左上にあるアイコン（上、
下、左、右）をクリックすることで移動
できる他、地図上でドラックをすること
で感ⷡ的にᠲ૞することもできる。表示
範囲の拡大・縮小は画面左にあるアイコン（㧗…拡大、㧙…縮小）やアイコンの間に表示されているスライ
࠳ーを上下させることで変えることができる。また、マ࠙スを૶った感ⷡ的なᠲ૞として、࠳ࡉルクリック
することで拡大表示、スクロールࡎイール
を回ォさせることで連⛯的に拡大・縮小を
することもできる。広範囲にᷰって地図の
表示範囲位置を移動するためのオーバーࡆ
ューコントロールをマップ右下に៞タして
いる。また、地図のタイプは通Ᏹの「地
図」・「⥶空౮真」・「地図㧗⥶空౮真」
の 3 ⒳㘃が利用可能である。さらにマップ
の下にある࠹キストࡏックスにはマップ中
央地点の✲度・経度が 10 ㅴ法で表示され
る。
検⚝結果の中から 1 つ文化財を選ぶとそ
の文化財の所在地を示すマーカーがマップ
図 5 文化財防災マップ（シス࠹ࡓ初期画面）
図 6 文化財防災マップ（検⚝結果の表示）
図 5 文化財防災マップ（シス࠹ࡓの初期画面）
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5フࠖールドの中央になる᭽に表示され、情報࠙ࠖンド࠙が現れる
（図 7）。情報࠙ࠖンド࠙には文化財所在地の住所、文化財の౮
真、ⵍ害リスクが表示される。ⵍ害リスク(Rijk)とは、文化財所在
地が有する地域ⵍ災危険度、文化財の⒳㘃の違いによるⵍ害特性、
文化財の保存状ᴫ、の 3 つの要素から▚出される文化財Ფの相対
的な危険度で、図 8 中のᑼ（1）で定義した 5), 6)。災害は地震・水
害・土砂災害を考慮し、文化財がⵍ害を受けると考えられる 8 ⒳
㘃のⵍ害要因Ფにⵍ害リスク値を求めた（図 9）。
(3) ࠝン࡜ࠗンᢥൻ⽷ᖱႎの౒᦭ 
もう 1 つの機能画面は「オンライン文化財情報（基␆情報㧗うんちく集）」✬集のためのものである。最
近では、ある事象の情報についてインターࡀットを利用して広く情報を൐集し、情報の⫾積と⾰の向上を行
うといった試みが見られる。例えば、オンライン⊖科事典の࠙ࠖキペデࠖア (Wikipedia) 14)は誰もが自↱に
✬集に参加でき、世界ฦ国の言⺆でዷ開さ
れていて現在では⤘大な情報が⫾積されて
いる。そこで本研究では、文化財の⹦⚦情
報の㑛ⷩ及びクライアント側からも情報✬
集に参加できる෺方向型情報੤឵機能を៞
タしたオンライン文化財のうんちく集の૞
成を提案する。当シス࠹ࡓのㆇ用によって
構築される、文化財所有者、地域住民、行
政の間を結ぶࡀットࡢークを行政から文化
財所有者・地域住民といった一方的なもの
にするのではなく、文化財所有者や地域住
民も情報の✬集に参加できる仕⚵みにする
ことはデータ整備の効₸化を実現するだけ
でなく、地域の自主防災意識の向上をଦす
ことにも❬がるものと思われる。
まず、文化財防災マップに表示される情
報࠙ࠖンド࠙内の㨇⹦⚦>>㨉をクリックす
ることでオンライン文化財情報（基␆情報
㧗うんちく）の画面を開くことができる
（図 10）。すると、文化財ฬ、文化財監〈
主体、区分、区分ฬ、⒳㘃、指定年月日、
⵾૞年ઍ、所有者、所在地、画像データ、
解説╬の⹦⚦な情報の㑛ⷩが行える。
図 7 情報࠙ࠖンド࠙
図 8 ⵍ害リスクの▚出手法 図 9 ⵍ害要因とⵍ害発生メカ࠾࠭ࡓ
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図 10 オンライン文化財の基␆情報㧗うんちく集の✬集ಣ理
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6情報の✬集を行いたい場合は㨇✬集する㨉ࡏタンを᛼す。情
報の✬集にはパスࡢードが必要となる（図 11）。パスࡢード
の認⸽に成ഞすると情報✬集画面に移行し、情報を入力して
㨇⊓㍳㨉ࡏタンを᛼すと✬集内ኈがデータࡌースに⊓㍳され
る（図 12）。⊓㍳された情報はWeb上で⏕認できるようにな
る他、データࡌース▤理者用に開発したシス࠹ࡓからも㑛ⷩ
及び✬集を行うことができるようになっている。現時点では、
Webページからの✬集は解説部分にᱛめているが、画像・動
画情報のᛩⓂを可能にしたり、GPS機能のある携帯㔚⹤からの
ᛩⓂを可能にすることで災害時のⵍ災状ᴫのㄦㅦな把握を支
援するといった機能の៞タも検討中である。
５．まと߼ 
 文化財の防災ᣉ策の⾰とᛛⴚの向上を目的として、ⵍ災リ
スクに関する情報を฽߻文化財データ共有のためのࡀットࡢ
ーク構築と情報の⫾積及び住民参加型防災の支援を行うため
のWeb-GISを用いた文化財検⚝・情報੤឵シス࠹ࡓの開発を
試みた。本シス࠹ࡓはインターࡀットとࡉラ࠙ࠩを利用した
Webページ形ᑼを用いており、クライアントは新たなプログ
ラࡓやプラグインのインストールをすることなく、直ߋに防
災情報を฽߻文化財情報の検⚝・㑛ⷩなどができる。また、
Web-GISをዉ入して文化財の位置情報をマップ上で空間的に把握することを可能にした。さらに、෺方向型
の情報੤឵機能（文化財情報・うんちく✬集機能）を៞タしたことで、地域住民が文化財に対する⥝味・関
心を抱く一助を担うとともにデータࡌースの継⛯的な更新と⾰の向上が見込める。情報の✬集に、文化財所
有者に限らず地域住民が参加することによって新たな観光⾗源の発ជや郷土史ኅの育成・発ជを行うことが
でき、地域活性化に❬がる効果も期待できると考えている。
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図 11 パスࡢード認⸽機能
図 12 文化財情報・うんちく集✬集画面
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